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日本産の更新世ウシ科化石＊

仲谷英夫*＊

I．はじめに

備讃海峡周辺の瀬戸内海海底からは，新生代第四紀

の多くの脊椎動物化石が発見されている。中でもナウ

マンゾウをはじめとする長鼻類や偶蹄類のシカ科化石

は従来よく研究されてきた(Naoral970,Hasegawa

1972,Otsuka&Shikamal977,Otsukal977) 。し

かしながら，偶蹄類のウシ科(Family Bovidae,

Artiodactyla)化石は， この付近の海底から日本で最

も多く発見されているが，現在，その所在が不明にな

っているものも多い。このほかに日本各地から発見さ

れたウシ科化石の産出報告も多いが， これらを総括し

たものはほとんどない。また， 日本の第四紀の哺乳動

物相をまとめた研究でもリストにあげられているにす

ぎない（高井1938, Sone l941,旭井・瀬戸ロ1970,

湊1974,長谷川1977,Kamei l981,河村1982)｡

今回は従来の文献で報告されたウシ科化石をまとめ，

日本におけるウシ科の系統解析や古生物地理を考える

上での基礎的なデータとしたい。
●

1I.備讃海峡周辺の海底より産出したウシ科化石（図

1）

以下，分類群，産地，層準・時代，部位，保管場所，

文献の順に記す。産地はできるだけ現在の地名を用い

た。層準はできるだけ現在知られているものにしたが，

はっきりしないものは文献のままとした｡(文献の報告

年度順）

1.Bibo"occit泥，z畝姑Lucas

産地：香川県小豆郡（小豆島）沖

層準：更新世

部位：頭骨(Skull)

保管場所：不明

文献:Matsumoto (1918)

2. B加押occitね"nzIMsLucas

産地：瀬戸内海

層準：更新世

1s

図1．備讃海峡周辺のウシ科化石産出地点

部位：頭骨，角(Skull,Horn-core)

保管場所：京都市黒谷金戒光明寺

文献:Matsumoto (1918)

3．Biso”sp・

産地：香川県坂出市与島近海

層準：更新世

部位：角(Horn-core)

保管場所：不明（1926年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1944）

4. BfSo"sp.

産地：香川県小豆郡（小豆島）池田町白浜沖

層準：更新世

部位：角(Horn-core)

保管場所：不明（1934年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1944）

5.BiSo"sp.

産地：香川県坂出市与島沖

層準：更新世
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部位：下顎骨(Mandible)

保管場所：不明（1935年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1944）

6．B加犯Sp.

産地：香川県小豆郡（小豆島）西南沖

層準：更新世

部位：頭骨(skull)

保管場所：不明（1937年，真屋卯吉が発見）
文献：直良（1944）

7.BMso"sp.

産地：香川県小豆郡（小豆島）池田町白浜沖

層準：更新世

部位：角(Horn-core)

保管場所：不明（1939年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1944）

8. B/6os礫》り〃Matsumoto

産地：香川県坂出市？備讃海峡海底

層準：更新世

部位：不明

保管場所：焼失

文献：直良（1944, 1973）

9.BiSo"o"〃と"""SLucas

産地：香川県小豆郡（小豆島）池田町白浜沖

層準：更新世

部位：角(Horn-core)

保管場所：焼失（1939年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1973）

10. B加冗0"itjg"舷脆Lucas

産地：香川県木田郡庵治町東北方沖

層準：更新世

部位：下顎骨(Mandible)

保管場所：焼失(1942年，真屋卯吉が発見）

文献：直良（1973）

11. B"6α〃Ssp.

産地：香川県坂出市沖備讃瀬戸

層準：中期更新世

部位：頭骨、下顎骨、 卜腕骨、中手骨(Skull部位：頭骨，下顎骨，上腕骨，中手骨(Skull
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図2． 日本各地のウシ科化石産出地点

層準：音江別川層，中期更新世

部位：頭骨，角(Skull,Horn-core)

保管場所：北海道立開拓記念館35保営場所：北海道立開拓記念館35667（レフ°リカ）

（1971年11月3日，山田弘道が発見）

文献：赤松・矢野（1973)，木村ほか（1983）
13.B釦〃Sp

産地：北海道日高郡浦河町

層準：更新世

部位：環椎(Atlas)

保管場所：国立科学博物館NSM-PV2225

文献：長谷川ほか（1972）

14. BosorBrSo"sp.

産地：青森県下北郡東通村赤坂A地点及びB地点裂
力

層準：裂力堆積物，後期更新世

部位：不明

保管場所：不明

文献：中島・桑野(1957)

15.Qゆ7fco"ziscl"zfs（Temminck）

産地：青森県~ド北郡東通村赤坂A地点裂力

層準：裂力堆積物，後期更新世

部位；不明

保管場所：不明

,Mandi.

ble,Humerus,Metacarpal)

保管場所：大阪市立自然史博物館No.145, 260,

380, 407, 411, 430, 445, 499 (山本慶一が発見）

文献：樽野・山本（1978）

Ⅲ、備讃海峡以外の日本産ウシ科化石（図2）

次に， 日本各地から産出したウシ科化石を記す。 （記

載の順序などは前章と同じ。各都道府県別に文献の報

告年度順｡）

12.BiSo"sp.

産地：北海道石狩郡広島町音江別川砂利採掘場
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文献：中島・桑野(1957)

16.BりSSp.

産地：秋田県南秋田郡昭和町豊川槻木

層準：アスファルト層，後期更新世

部位：右下顎骨（第2小臼歯～第3大臼歯) (Right

MandiblewithP2-M3)

保管場所：不明

文献：直良（1973）

17. Le"'06加犯ルα"α走況がz泥"sAMatsumoto

産地：岩手県花泉市金森

層準：花泉層，後期更新世

部位：頭骨，下顎骨(Skulls,Mandibles)

保管場所:no.4606-25(1927年5月沼倉清治が発見，

1955年11月4日佐々木盛輔が再発見，曽根広，松本彦

七郎，直良信夫，尾崎博らが発掘）

文献：松本・森(1956),Matsumotoetal. (1959)

18.BZso〃，"ScMs Bojanus (=L"/06isO〃 〃α7m・

たz"""”SiSMatsumoto)

産地：岩手県花泉市金森金流川畔

層準：花泉層，後期更新世

部位：上顎左第3大臼歯(UpperLeftM3)

保管場所：不明

文献：直良（1959, 1973）

19.Bりs力減獅狸流勿sBojanus

産地：岩手県花泉市金森

層準：花泉層，後期更新世

部位：上顎左第3大臼歯(UpperLeftM3)

保管場所：不明

文献：直良（1959, 1973）

20. Bりscfr.P""z""IsBojanus

産地：岩手県花泉市金森

層準：花泉層，後期更新世

部位：右下顎骨（第2小臼歯～第3大臼歯) (Right

MandiblewithP2-M3)

保管場所：不明（1956年発見）

文献：直良（1973）

21. Biso"sp.

産地：岩手県花泉市金森

層準：花泉層，後期更新世

部位：肋骨，肩甲骨(Rib,Scapula)

保管場所：不明

文献：直良（1959）

22．Qゆ'7とり"zfssp.

産地：茨城県日立市鮎川諏訪ココノ木山麓石灰洞

層準：洞窟堆積物，更新世？

部位：不明

保管場所：不明（花岡が発見）

文献：直良（1944）

23．QZ/)"""fiSsp.

産地：栃木県安蘇郡葛生町宮本大叶吉沢丁場

層準：下部葛生層，中期更新世

部位：不明

保管場所：不明（直良信夫が発見）

文献：直良（1944）

24． Stz樺？ sp・

産地：栃木県安蘇郡葛生町下大久保裂力

層準：上部葛生層，後期更新世

部位：不明

保管場所：不明（鹿間時夫が発見）

文献：直良(1944)

25.Ne"20""difs〃施妨ziShikama

産地；栃木県安蘇郡葛生町大久保宮田第1洞窟

層準：上部葛生層〃ｿcうり"fs-〃叱s層，後期更新世

部位：上顎骨，角，下顎骨，中手骨，中足骨(Maxilla,

Horncore,Mandible,Metacarpal,Metatarsal)

保管場所：東北大学理学部地質学古生物学教室Reg.
No.65584

文献:Shikama (1949)

26.QZ""7･WSsp.

産地：栃木県安蘇郡葛生町山菅前河原上洞窟

層準：粘土層，更新世

部位：中手骨(Metacarpal)

保管場所：不明

文献：直良（1953）

27. B"6""Issp.

産地：滋賀県滋賀郡志賀町下竜華大谷

層準：古琵琶湖層群堅田累層，中期更新世

部位：上顎右第4乳臼歯～第2大臼歯(UpperRight

DP4-M2)

保管場所：京都大学工学部資源工学教室No.

127 (1911年，下尾弥助？が発見）

文献:Hiki (1915),直良(1944),岡崎･松岡(1980)

28. Bovinaegell・etsp. indet.

産地：滋賀県大津市坂本本町

層準：古琵琶湖層群？，更新世

部位：左上顎骨（第2小臼歯～第2大臼歯，左下顎第

4小臼歯～第3大臼歯，右第3小臼歯～第3大臼歯）

(UpperLeftP2-M2, LowerLeftP4-M3:rightP3

-M3)

保管場所：田上鉱物博物館（1963年，坂田音二郎が発

見）

文献：松岡・結城（1974)，岡崎・松岡(1980)

29．az"sp.

産地：兵庫県明石市八木海岸

層準：更新世

部位：不明
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保管場所：焼失（直良信夫が発見）

文献：直良（1944, 1953）

30.QZb"coﾉ"iSsp.

産地：沖縄県国頭郡伊江村伊江島第2号半洞窟

屑準：洞窟堆穂物，更新世

部位：不明

保管場所：焼失（上里吉堯，岡田弥一郎，鹿野忠雄，

徳永重康，高井冬二，直良信夫が発掘）

文献：直良（1944, 1953）

四紀更新世ウシ科動物の系統的な位置づけを明らかに

し，周辺の大陸と日本列島の古生物地理区のつながり

を解明するうえで重要である。

尚，文献によっては新第三系鮮新統から発見された

とするものもあるが(松本･森1956,Matsumotoetal

1959) , 日本のウシ科化石は全て第四系より産出して

いると考えられる(KantoLoamResearchGroup

1961,関東ローム研究会・信州ローム研究会1962,

小野寺信吾1970) 。

東北大学理学部地質学古生物学教室の田沢純一博士

（現,新潟大学教養部地学教室)，大友昭平技官には標

本を快く見せていただき便宜を図っていただいた。愛

知教育大学の河村善也助教授にはこのリストをまとめ

るにあたって貴重な示唆をいただいた。京都大学理学

部地質学鉱物学教室の亀井節夫教授，久家直之博士に

は文献収集ならびに標本調査に協力頂いた。また， こ

の研究の一部に文部省科学研究費補助金一般研究

(B) (課題番号60490016,代表者植松辰美）と財団法

人石田財団の研究助成（助成番号60-323)を使わせて

いただいた。記して感謝の意を表する。

IV． まとめ

以上のリス|､は文献で報告されたウシ科化石をまと

めたものである。系統の問題について触れると， これ

らの化石はウシ亜科(SubfamilyBovinae)のB加加，

Bos(厩加s) . B"6"zzs, L"jobiso〃属とヤギ亜科

(Subfamily Caprinae)のC""ccｼ'"js, ノW”0？釜

〃αed"s, az"属を含んでいる。し力･し， ウシ亜科の

L"106iso〃 ノlα"αizz"""2siSMatsumotoをFlerow

(1979）はB知〃 (BMso")"fsczfs cmssi""2iS (Ri･

chardson)の、直良(1973)はB加卯か癒cz(sBojanus

のシノニムに， またMcDonald (1981)はBiso" oc.

cide"/α"s LucasをBfso〃 α宛吻"zfs Leidyの亜種

B加刀α""9z"fsocciﾋﾉを花〃雄(Lucas) としている。さ

らに,B伽s属はBりsの亜属とされている（今泉

1979)。さらに，Ⅳ@"207"9(ms"""""Shikamaはヤ

ギ亜科のカモシカに近いグループに属する可能性は高

いが必ずしも』Vな"”ﾌｶ“ぬ4s属である証拠は明白では

ない｡助“属についてはその標本自身も，記赦もはっ

きりしないためにこの属が日本に生息したとすること

を確かめることはできなかった。

産出層準ならびに産出地域に関しては，時代は前期

更新世から後期更新世にわたっているが，近畿以西の

中期更新世またはそれを含むと思われる地域（瀬戸内

海海底）からはB"6fzIz鱈属が特徴的にみられる。ま

た，後期更新世（一部中期更新世も含む）の洞窟堆積

物からはヤギ亜科のカモシカに近いグループ・の化石が

日本各地から知られている。 （青森から沖繩まで）

B加泥属やBりs属のグループは香川・岡山以東からの

み知られている。しかし，今回はこれらの系統や時代

論についてくわしくは論じない。

特に備讃海峡周辺で産出報告された化石が多いこと

からもウシ科の化石が今後，瀬戸内海の海底から発見
テ

される可能性は高いと思われる。海底のものは従来，

層準がはっきりしなかったが，その産出層を化石が出

たいくつ力･の地上の層準に想定することによって化石

から直接測定することも必要であると思われる(ESR

法など)。さらにこれらの標本とユーラシア大陸，北ア

メリカ大陸のウシ科のものと比較することが日本の第
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(ABSTRACT)

PleistocenefossilbovidsareknowntooccurinaboutthirtysitesoftheJapaneselslands.GeneraBiso".

Bりs(BijOs) ,B"6"/"sandZ,"iO6isolzofsubfamilyBovinaeandGeneraQZP"co"2iS,Ne"207"""sandStz"
ofsubfamilyCaprinaewerereportedbypreviousworks.ThefossilremainsofL"/obiso",Ne"207 2""Is
andStz"havenotenoughevidenceof identification.

ThefossilsofB"6α"崎arecontainedinthemiddlePleistocenesedimentsatwestofthekinkiareaof

Japan.ThefossilsofBISo"andBosarefoundeastoftheOkayamaandkagawaprefectureofJapan.
ThefossilsofQZ”CO”zzsandjVど加07ﾙ“”s？ arecontainedinthelatePleistocenecavedeposits．
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